
忘れ物 お心当たりのある方はお問い合わせください。 

９月末日まで保管し、処分します。                 
崎津公民館 ☎２８－８２４２           
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新生児ご誕生 

　  

 

６区　大東　大輝 様　 美央　様のお子様 

鈴　 ちゃん（令和 6 年 12 月３日）生 
すず

 

5 区　小椋　隆弘 様　　清香　様のお子様 

　　 望央　ちゃん（令和７年 6 月 18 日）生 
み お

　 

自治会加入者対象に崎津自治連合会と崎津地区社会福祉協議会と 

合わせて 10,000 円 のお祝い金をお渡ししています。該当される方

は、崎津公民館までお申し出ください。 

 

米子市では、令和８年米子市二十歳を祝う会を令和８年１月３日（土）

に米子コンベンションセンターで開催するにあたり、二十歳を祝う会実

行委員会スタッフと記念感想文を募集しています。 

① 二十歳を祝う会実行委員会スタッフの募集について 

このたび二十歳を迎える方、二十歳を祝う会の企画運営を自分たちでや

ってみませんか？ 

思い出に残る会にしたい方、やる気のある方、募集しています。 

○応募資格 

二十歳を祝う会対象者（平成 17 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日まで

に生まれた方） 

※実行委員会は原則平日夕方に行うこととしていますが、当日出席でき

ない方は、Zoom 等での参加も可能です。 

○応募締切 

　令和７年８月２０日（水） 

② 二十歳を祝う会記念感想文の募集について 

タイトルは問いません。自由です。 

「将来の夢や未来への希望」、「家族や友達とのかかわり」、「米子市民と

しての自覚」などあなたの言葉で伝えてください。 

ご応募いただいた方には参加賞（図書カード）を、入賞の方には賞品を

ご用意しております。 

○応募資格 

　米子市二十歳を祝う会対象者 

（平成 17 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日までに生まれた方） 

○字数 

　４００字詰め原稿用紙３枚程度まで 

○応募締切 

　令和７年１０月３１日（金）必着 

○応募方法 

　住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号を明記の上、郵送、ＦＡ

Ｘ、Eメールでご応募ください。　電話申込や、直接、生涯学習課窓口

へお越しいただいても結構です。 

 

お申込み・お問い合わせ先 

 

〒683－8686　　米子市加茂町一丁目１番地 　米子市役所４階 

　　　　　　米子市教育委員会 生涯学習課生涯学習担当 

ＴＥＬ（０８５９）２３－５４４２ 

　　　　　ＦＡＸ（０８５９）２３－５５６８ 

　　　　　　 Ｅ-mail　 shogaku@city.yonago.lg.jp 

『　崎津小学校　町たんけん　』 

先月、崎津小学校 2 年生の子どもたちが、町たんけんに来てくれ

ました。公民館ってどんなところかわかったかな？また遊びに来

てね♪ 

 
ちょっとお話しませんか？ 

保健師の 出張！なんでも健康相談 

崎津公民館では、毎月 1 回予約のいらない健康相談を行っています。 

相談内容は “なんでも” 。 

例えば…「血圧、体脂肪率、握力を測ってほしい」「健診結果の見方が分
からない」「不安な気持ちを聞いてほしい」「赤ちゃんの体重を計ってほし
い」など、なんでもお聞きしますので、どうぞ気軽にお越しください。 
★次回 8 月 19 日（火）9：30～11：30 は、栄養士による味覚チェック

も実施します！ 

また、健康相談の日に限らず、健康について気になることがありました
ら、いつでも地区担当保健師にご相談ください 

 ☎23-5454 米子市健康対策課 吉川

ほっとひといき☕○83 　　　　　　　　　　　　「 差 別 と 向 き 合 う 」 

 
今年１月，大阪高裁で障がい者の人権に関する注目すべき判決が出ました。生まれつき聴覚障がいがあった児童が交通事故死した際の損害賠償

について，大阪地裁は「死亡逸失利益」（亡くなったことで失われる利益）を健常者の８５％としましたが，原告の両親は「障がい者に対する差

別だ」と控訴しました。そして控訴審は「児童は十分な言語能力やコミュニケーション力があった。先天的な不利はあっても，産業の発達や教育，

職場環境の充実，聴覚障がい者をめぐる社会情勢の変化等によって補われ，健常者と差のない利益を得られたであろう」として，原判決を変更し

ました。当然の判決だと思います。 

病気や障がいに対する偏見や差別と言えば，３０年前のエイズ騒動を思い出します。どんな病気か 

不明なまま，死の恐怖や患者への差別が広がりました。笑いを取ろうとアドリブで「お前エイズや 

ろ！」「お前こそエイズやろ！」とやったのは，当時不人気だった吉本新喜劇。閑古鳥の鳴く劇場 

にもれる失笑…とても金を払ってみる「芸」ではありません。一方，人権教育に力を入れていた私 

の勤務校は「健康教育参観日」の６年生の学習で取り上げ，「正しい知識を持ち，偏見や差別をな 

くす人になろう」と指導しました。 

 

崎津地区人権・同和教育推進協議会　会長　徳永哲郎（７区）

（２０２５.７.５　一区） 


